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定通信網については、NTT 東日本の固定電話における加入電話と ISDN 合わせて
約100万回線が不通となるなど、NTT 東日本、KDDI、ソフトバンクテレコムの3


























































































































































































































































































































































































































18） 　ISO31000（Risk management-Principles and guidelines）の詳しい内容については、
小林（2011）と榎本（2011）の著書を参照されたい。
19） 　日本工業規格 JISQ31000：2010（リスクマネジメント─原則及び指針）の詳しい内
容については、http://kikakurui.com/q/Q31000-2010-01.html（本稿は2013.5. 2最終確認）
を参照されたい。
20） 　リスク評価は相対的なものであるという考えは、池田（2012）を参照されたい。
21） 　リスクコミュニケーションは一方的な説得ではない。土田（2011）は利害関係者間の
対話であり、吉川（2012）は利害関係者間の相互作用であると述べている。
22） 　土屋（2011）は、リスクコミュニケーションの目的は合意形成だけでなく、満足度向
劉 継生　情報システムにおけるリスクマネジメント
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上も重要であると述べている。
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